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〈 は しが き 〉

本研究では、ヒト正常および炎症腸管における抗菌物質defensinの 自然免疫における役割

を検討し,defensinを 用いた新しい炎症制御療法の可能性を調べた.そ の結果,① バネー

ト細胞にhumandefensin5(HD-5)が 発現していること,② クローン病の病変部近傍のバ

ネー ト細胞では αデフェンシン遺伝子発現が低下し,自 然免疫機能が減弱していること,

③クローン病患者から分離 ・精製 した 且D・5は分子内S・S結 合が失われてお り,生 理活性

が著しく低下していること,④ リコンビナントHD・5を マウスの致死的DSS腸 炎モデルに

投与すると生存率が向上することを明らかにした。
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